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脱炭素チャレンジカップとSDGs
キーワード Think Globally  Act Locally

地域の取組を、世界に発信

地域センターのネットワークで
地域活動の掘り起こし
（他アワードと差別化）

①地域センターの
　参加による全国展開

オール日本の取組を
紹介・発信

再エネや省エネの取組
最新技術や地域活動を共有！

②地域の脱炭素
　取組モデル発信

脱炭素による
生活の質の向上と地域活性化

企業のCSRと地域活動の
マッチング・出会いの場づくり

③企業との連携

地域の担い手づくりによる
課題解決

課題1
情報の発信：デザイン・ネットワーク・用途の明確化

課題2
参加のプラスα：満足度の向上・価値の向上と共有化

世代を超えて！
2030年の
達成を目指す！

企業と市民活動の
マッチング

カーボン
ゼロ社会

アットホーム！
ワクワク感

Z e r o  C a r b o n  C h a l l e n g e  C u p  2 0 2 3

　近年の気候の激変や災害の頻発などの状況を踏まえ、気候変動対策をより加速
化するために、名称を変えながら「脱炭素チャレンジカップ2023」は13回目を迎え
ました。
　本大会は、脱炭素を目的とした地球温暖化防止に関する地域活動について、書
類審査、プレゼンテーション審査を行い、優れた取組を表彰する全国大会です。脱
炭素に関する情報やノウハウを共有し、さらなる連携や意欲を創出することで、豊
かな脱炭素社会を創造する「場」となることを目指しています。
　今回も学校・市民団体・企業・自治体など幅広い世代が応募し、エントリー総数
194件（アイデア賞含む）の応募がありました。その中から選ばれた29団体がプレ
ゼンテーション審査に望み、環境大臣賞や文部科学大臣賞などの各賞を決定しまし
た。　
　開催にあたっては、本大会に賛同いただいた企業・団体の皆様からのご支援・ご
協力をいただきました。

目指せ ！ CO₂排出量を実質ゼロに

「脱炭素チャレンジカップ」は
持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
　世界で気候変動問題が年々深刻化する中、世界の平均気温の上昇を産業革命前
の1.5℃未満に抑え、脱炭素社会を構築することを我々は目指しています。
　日本においても脱炭素社会の実現に向け、社会全体での機運の醸成や効果的な
対策への取組を協力に進めていく必要があります。
　このような中、「脱炭素チャレンジカップ」では、様々なパートナーと出会える「場」
を提供し、持続可能な地域づくりが図られることを期待しています。


